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プレミアム商品券補助 バス回数券等購入助成

中央公民館解体設計
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久御山町立中央公民館解体工事の設計費用

・令和２年度中に設計
・令和３年度以降に解体予定

担当：社会教育課

地域の消費拡大のため、商工会が発行する
プレミアム商品券に補助

・プレミアム率20％の商品券
※１万円で１万2000円分の商品券

・有効期限は令和３年１月31日
・2700セット販売

担当：産業課

町内を運行する京都京阪バスおよび
のってこタクシーの回数券に助成
・対象者を全住民に拡大
・１冊1000円（100円×11枚）

の半額を補助（２冊まで）
・利用期間は11月～３月を予定

担当：新市街地整備室

区　分 補正額 補正後の額
一般会計（第６・７号） 4億3596万円 100億 739万円

特
別
会
計

国民健康保険〈事業勘定〉（第２号） 4902万円 20億3332万円
三郷山財産区（第１号） 45万円 485万円

介護保険（第２号） 5849万円 15億5309万円
後期高齢者医療（第１号） 1250万円 2億8550万円

企
業
会
計

水道事業
（第２号）

収益的収入 74万円 6億2672万円
収益的支出 234万円 6億 417万円
資本的支出 76万円 3億 328万円

下水道事業
（第１号）

収益的支出 203万円 7億6444万円
資本的支出 127万円 3億5184万円

令和２年度補正予算

＊万円未満四捨五入

100
万円

300
万円

625
万円

45年の歴史に幕
中央公民館解体へ

45年の歴史に幕
中央公民館解体へ

８・９月
会議

８月は、新型コロナ感染拡大に対応するための補正予算などを審議するため特別
会議を開催しました。
９月会議は、８月の町長選挙後初めての本会議で、人事や令和元年度会計決算、
令和２年度補正予算などの町長提案があり、議員からは意見書の提案がありました。
また、代表質問に５会派、一般質問に８人の議員が登壇し、町長の政治姿勢や当面
の課題について、考えをただしました。



くみやま　議会だより　No.160（3）

今
後
の
地
方
財
政
は
、
か
つ
て
な
い

厳
し
い
状
況
に
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

る
こ
と
か
ら
、「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
影
響
に
伴
う
地
方
財
政
の

急
激
な
悪
化
に
対
し
地
方
税
財
源
の
確

保
を
求
め
る
意
見
書
」
が
提
案
さ
れ
、

全
員
一
致
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

１　

安
定
的
な
財
政
運
営
に
必
要
な
地

方
税
、
地
方
交
付
税
等
の
一
般
財
源

総
額
を
確
保
・
充
実
す
る
こ
と
。

２　

地
方
交
付
税
は
、
財
源
保
障
機
能

と
財
源
調
整
機
能
が
適
切
に
発
揮
で

き
る
よ
う
、
総
額
を
確
保
す
る
こ
と
。

３　

地
方
税
収
の
減
収
補
填
措
置
を
講

じ
、
減
収
補
填
債
の
対
象
税
目
に
つ

い
て
も
、
弾
力
的
に
対
応
す
る
こ
と
。

４　

国
税
・
地
方
税
の
政
策
税
制
の
新

設
・
拡
充
・
継
続
に
つ
い
て
は
、
有

効
性
・
緊
急
性
等
を
判
断
す
る
こ
と
。

５　

固
定
資
産
税
は
、
重
要
な
基
幹
税

で
あ
り
、
制
度
の
根
幹
を
揺
る
が
す

見
直
し
は
行
わ
な
い
こ
と
。

提
出
者　

田
口　

浩
嗣

全
文
は

こ
ち
ら

手
数
料
徴
収
条
例
一
部
改
正

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
へ
の
移
行
拡

大
の
た
め
個
人
番
号
通
知
カ
ー
ド
が
廃

止
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
再
発
行
手
数

料
の
規
定
を
削
除
す
る
。

廃止になった通知カード

町
税
条
例
一
部
改
正

経
済
社
会
の
構
造
変
化
を
踏
ま
え
た

個
人
住
民
税
や
国
税
に
お
け
る
連
結
納

税
制
度
の
見
直
し
、
軽
量
な
葉
巻
た
ば

こ
の
課
税
方
式
の
見
直
し
な
ど
、
税
制

上
の
措
置
を
講
ず
る
た
め
の
所
要
の
改

正
を
お
こ
な
う
。

水
道
事
業
及
び
下
水
道
事
業
の
設
置
等

に
関
す
る
条
例
一
部
改
正

公
共
下
水
道
事
業
計
画
の
見
直
し
に

よ
り
、
下
水
道
事
業
の
処
理
人
口
お
よ

び
１
日
最
大
処
理
量
を
変
更
す
る
。

※
条
例
改
正
の
Ｑ
＆
Ａ
は
４
・
５
ペ
ー
ジ

小
・
中
学
校
情
報
機
器
端
末
の
取
得

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
推
進
の
た

め
、
小
・
中
学
校
の
児
童
生
徒
お
よ
び

教
師
用
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
購
入
。

　<

購
入
備
品>

ｉ
Ｐ
ａ
ｄ

端
末
管
理
ソ
フ
ト
な
ど

１
２
１
４
台

　<

契
約
金
額>

６
６
２
９
万
円

　<

契
約
業
者>

京
都
電
子
計
算
㈱

　<

納
入
期
限>

令
和
３
年
１
月
31
日

久
御
山
町
立
中
央
公
民
館
ホ
ー
ル
ア
ス

ベ
ス
ト
除
却
等
工
事
請
負
契
約
の
締
結

中
央
公
民
館
ホ
ー
ル
の
天
井
裏
に
あ

る
ア
ス
ベ
ス
ト
を
除
却
す
る
。

　<

契
約
金
額>

８
５
０
３
万
円

　<

契
約
業
者>

㈱
大
仙
工
務
店

　<

工　
　

期>

令
和
２
年
10
月
26
日
〜

令
和
３
年
３
月
31
日

地
方
税
財
源
の

確
保
を
求
め
る
意
見
書

地
方
税
財
源
の

確
保
を
求
め
る
意
見
書

地
方
税
財
源
の

確
保
を
求
め
る
意
見
書

地
方
税
財
源
の

確
保
を
求
め
る
意
見
書

中央公民館大ホール

三
郷
山
財
産
区
管
理
委
員

北き
た
む
ら村　

　
治お

さ
む　

氏
（
新
任
・
佐
山
）

委
員
の
欠
員
に
伴
い
、
選
任
す
る
こ

と
に
同
意
し
ま
し
た
。

任
期
は
令
和
３
年
９
月
27
日
ま
で
。

人
権
擁
護
委
員

田た

い井
眞ま

な

み
奈
美
　
氏
（
再
任
・
田
井
）

任
期
満
了
に
伴
い
、
引
き
続
き
推
薦

す
る
こ
と
に
適
任
と
し
ま
し
た
。

任
期
は
３
年
。

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員

中な
か

野の　
孝た

か
治は

る
　
氏
（
再
任
・
栄
）

任
期
満
了
に
伴
い
、
引
き
続
き
選
任

す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。

任
期
は
３
年
。

教
育
委
員
会
委
員

寺て
ら

井い

恵け
い

太た

郎ろ
う

　
氏
（
再
任
・
林
）

任
期
満
了
に
伴
い
、
引
き
続
き
任
命

す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。

任
期
は
４
年
。

　
人
　
　
事
　

　
条
　
　
例
　

　
契
　
　
約
　

45年の歴史に幕
中央公民館解体へ

45年の歴史に幕
中央公民館解体へ

８・９月
会議
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付
託
さ
れ
た
議
案

QA ▪
町
税
条
例
一
部
改
正

▪
水
道
事
業
及
び
下
水
道
事
業
の
設
置

等
に
関
す
る
条
例
一
部
改
正

寡
婦
（
寡
夫
）
控
除
の
見
直
し
に

よ
る
影
響
額
は
。

町
税
へ
の
影
響
は
、
０
・
０
０

６
％
と
な
り
、
影
響
額
と
し
て
は
、

非
常
に
少
な
い
。

　
９
月
会
議
で
は
、
町
税
条
例
一
部
改
正
な
ど
の
２
議
案
が
総
務
事
業
常
任
委
員
会

（
中
井
孝
紀
委
員
長
）
に
付
託
さ
れ
、
審
査
し
ま
し
た
。
主
な
質
疑
を
報
告
し
ま
す
。

個
人
住
民
税
の

見
直
し
に
よ
る
影
響
額
は

下
水
道
事
業
の
処
理
人
口
と
1
日

最
大
処
理
量
が
変
わ
る
が
、
料
金

体
系
に
変
化
は
な
い
の
か
。

京
都
府
の
計
画
に
準
じ
て
お
り
、

こ
の
数
値
は
令
和
２
〜
６
年
に
か

け
て
の
計
画
値
で
あ
っ
て
、
料
金

に
影
響
す
る
も
の
で
は
な
い
。

葉
巻
た
ば
こ
な
ど
町
た
ば
こ
税
へ

の
課
税
方
式
が
変
更
に
な
る
が
、

町
税
へ
の
影
響
額
は
。

国
の
試
算
か
ら
見
る
と
、
0.1
％
程

度
の
影
響
と
な
り
、
令
和
２
年
度

の
町
税
が
２
億
３
０
０
０
万
円
で
、

20
数
万
円
の
増
収
が
予
想
さ
れ
る
。

QA

処
理
量
・
処
理
人
口
が

変
わ
る
が
料
金
体
系
変
化
は

QA

休会中の事務調査　７月30日
内水排除対策

住
民
の
い
の
ち
を
守
る

〝
治
水
・
排
水
対
策
の
拠
点
〟

総
務
事
業
常
任
委
員
会
レ
ポ
ー
ト

総
務
事
業
常
任
委
員
会
レ
ポ
ー
ト

総
務
事
業
常
任
委
員
会
レ
ポ
ー
ト

総
務
事
業
常
任
委
員
会
レ
ポ
ー
ト

巨椋池排水機場
排水ポンプは、合計５台あり、毎秒

80トンの排水能力で、３日間連続雨量
260mmにも対応できる。

周辺には住宅が密集しているため、低
騒音・低振動ポンプの採用や、防音パネ
ルが設置されているなど、周辺地域の住
環境にも配慮されている。

佐山排水機場
昭和53年建設で、毎秒2.84トンの排水

能力となっている。
施設は経年劣化が進んでおり、令和６

年度までに５億4300万円をかけて抜本的
な改修工事に着手する計画となっており、
内水排除に大きな効果があることを確認
した。

内水排除の要、久御山排水機場

久御山排水機場
昭和48年に古川の流水を宇治川へ排水

することを目的に建設された。
昭和62年に２台目、平成４年に３台目

のポンプが設置され、毎秒90トンの排水
能力となっている。

４台目のポンプ設置は、今後、京都府
の古川改修工事に合わせて検討されてい
る。
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休会中の事務調査　７月31日

ご
み
処
理
基
本
計
画
は

住
民
に
わ
か
り
や
す
い
内
容
で

第2次ごみ処理基本計画

タ
ブ
レ
ッ
ト
の

活
用
計
画
は

QA
今
後
の
活
用
計
画
は
。

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
鉛
筆
や
消
し

ゴ
ム
と
同
様
に
、
文
具
の
一
つ
と

し
て
使
え
る
よ
う
に
す
る
。

そ
の
中
で
、
自
分
の
考
え
を
他
の

人
と
比
較
し
た
り
、
深
い
学
び
に

つ
な
げ
て
い
く
。

　
８
月
特
別
会
議
で
は
財
産
の
取
得
の
議
案
が
、
９
月
会
議
で
は
手
数
料
徴
収
条
例

一
部
改
正
な
ど
の
２
議
案
が
民
生
教
育
常
任
委
員
会
（
松
本
義
裕
委
員
長
）
に
付
託

さ
れ
、
審
査
し
ま
し
た
。
主
な
質
疑
を
報
告
し
ま
す
。

付
託
さ
れ
た
議
案

▪
小
・
中
学
校
情
報
機
器
端
末
の
取
得

▪
手
数
料
徴
収
条
例
一
部
改
正

▪
中
央
公
民
館
ホ
ー
ル
ア
ス
ベ
ス
ト
除
却

等
工
事
請
負
契
約
の
締
結

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を

知
り
た
い
場
合
は

Q

A

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
通
知
カ
ー
ド
の
再

発
行
が
で
き
な
く
な
っ
た
が
、
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
を
知
り
た
い
場
合
は
。

住
民
票
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
記
載

し
て
発
行
で
き
る
。

減量化および資源化を目指す
本町のごみ処理基本計画は、平成21年

３月に策定され、平成26・29年に一部を
見直し、令和２年度までが計画期間となっ
ている。

計画の意義は、ごみ処理の推進を図る
ための基本的な方針で、ごみ排出量の目
標を定め、再生資源集団回収や、ごみサ
ク（ごみ分別辞典）、排出抑制への啓発
などをおこなうことで、ごみの減量化お
よび資源化を目指している。

排出量抑制の取り組み
ごみ排出量抑制のための施策として、

使用済み小型家電の拠点回収や水銀製品
の分別回収、ごみサクの運用などをおこ
なう中で、令和２年度の排出量は目標値
をクリアしている。

スマホで検索できる「ごみサク」

役割を明確に
令和２年12月にパブリックコメントを

実施し、令和３年３月に第２次ごみ処理
基本計画の策定をおこなう。

策定にあたっては、町循環型社会推進
委員会や住民の意見を聞く中で、最適な
収集運搬体制の検討や、ごみ排出に対す
る意識向上の課題などを検討し、町・住
民・事業所の役割を明確に定めていく。

民
生
教
育
常
任
委
員
会
レ
ポ
ー
ト

民
生
教
育
常
任
委
員
会
レ
ポ
ー
ト

民
生
教
育
常
任
委
員
会
レ
ポ
ー
ト

民
生
教
育
常
任
委
員
会
レ
ポ
ー
ト

ア
ス
ベ
ス
ト
が
外
部
に

飛
散
す
る
危
険
性
は

QA
ア
ス
ベ
ス
ト
除
却
の
工
法
と
量
は
。

ホ
ー
ル
天
井
部
を
密
閉
し
、
ア
ス

ベ
ス
ト
が
飛
散
し
な
い
よ
う
に
湿

潤
化
し
て
除
却
作
業
を
お
こ
な
う
。

除
却
量
は
約
66
㎥
。

QA
ア
ス
ベ
ス
ト
が
外
部
に
飛
散
す
る

危
険
性
は
な
い
の
か
。

延
べ
45
カ
所
で
ア
ス
ベ
ス
ト
濃
度

を
測
定
し
、
安
全
管
理
を
す
る
。

密閉されている
天井裏アスベスト
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令
和
元
年
度
一
般
会
計
な
ど
７
会
計

が
予
算
決
算
特
別
委
員
会
（
樋
口
房
次

委
員
長
）
に
付
託
さ
れ
ま
し
た
。

委
員
会
で
は
現
地
視
察
を
含
め
、
延

べ
６
日
間
に
わ
た
る
審
査
を
お
こ
な
い
、

10
月
19
日
の
委
員
会
採
決
で
は
す
べ
て

認
定
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
本
会
議
で
委
員
長
か
ら
報

告
が
あ
り
、
採
決
の
結
果
、
い
ず
れ
の

会
計
も
認
定
と
な
り
ま
し
た
。

総
括
審
査
で
の
主
な
質
疑
を
報
告
し

ま
す
。

令和元年度決算を認定　５年連続の黒字に令和元年度決算を認定　５年連続の黒字に

救助工作車を新配備救助工作車を新配備

より安心安全なまちづくりを強化より安心安全なまちづくりを強化より安心安全なまちづくりを強化

■令和元年度会計決算　 　　  　　  　　  　　　　　　　   （▲＝不足額）

区　分 歳入総額 歳出総額 差引額
一般会計 75億6739万円 71億5711万円 4億1028万円

特別会計 

国民健康保険 20億7407万円 20億2105万円 5302万円
三郷山財産区 2187万円 2155万円 32万円

介護保険 14億2307万円 13億7083万円 5224万円
後期高齢者医療 2億5740万円 2億4485万円 1255万円

水道事業
会計

収益的収支 5億4909万円 5億6307万円 ▲1398万円
資本的収支 1億4575万円 1億8169万円 ▲3594万円

下水道 
事業会計

収益的収支 7億8493万円 7億4889万円 3604万円
資本的収支 2億5994万円 3億8961万円 ▲1億2967万円

＊万円未満四捨五入
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下津屋の配水管布設替工事 更新された直流電源装置（役場庁舎）

主
な
質
疑

防
犯
カ
メ
ラ

設
置
拡
大
は

Ｉ
Ｃ
Ｔ
推
進
で

授
業
の
質
の
向
上
は

本
町
の
デ
ジ
タ
ル
化

今
後
の
対
応
は

町
制
65
周
年
事
業
で

住
民
の
意
識
向
上
は

準
要
保
護
世
帯
に
も
給
食
費

相
当
額
を
支
給
す
べ
き
で
は

安
心
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
の
た
め

に
は
、
公
共
施
設
や
生
活
道
路
な

ど
へ
の
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
が
重
要

と
考
え
る
。

自
治
会
の
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
に
補

助
金
を
出
す
な
ど
支
援
策
は
あ
る

が
、
さ
ら
に
設
置
拡
大
を
計
画
的

に
進
め
る
べ
き
で
は
。

令
和
３
年
度
ま
で
に
30
台
の
設
置

を
予
定
し
て
お
り
、
計
画
的
に
進

め
て
い
る
。

ま
た
、
公
園
な
ど
へ
の
設
置
は
、

必
要
性
が
で
て
く
れ
ば
警
察
と
も

相
談
し
な
が
ら
検
討
し
て
い
き
た

い
。

Ｗ
ｉ
ｔ
ｈ
コ
ロ
ナ
で
社
会
の
あ
り

方
が
大
き
く
変
わ
ろ
う
と
し
て
お

り
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
社
会
体

制
づ
く
り
が
急
務
と
考
え
る
。

そ
の
中
で
、
本
町
の
デ
ジ
タ
ル
化

は
進
ん
で
い
る
と
言
え
る
の
か
。

今
後
の
対
応
は
。

国
の
デ
ジ
タ
ル
化
の
動
き
は
把
握

し
て
い
る
。
動
向
を
注
視
し
、
自

治
体
ク
ラ
ウ
ド
の
構
築
な
ど
検
討

し
た
い
。
住
民
の
利
便
性
向
上
の

た
め
、
ネ
ッ
ト
申
請
な
ど
も
考
え

ら
れ
る
が
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
問
題

に
も
注
意
し
て
い
き
た
い
。

昨
年
、
町
制
65
周
年
を
迎
え
、
記

念
事
業
と
し
て
広
報
・
広
聴
に
施

デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
る
資
料
の
動
画

提
示
な
ど
に
よ
り
、
視
覚
的
に
認

識
す
る
こ
と
が
で
き
、
イ
メ
ー
ジ

が
膨
ら
む
。
ま
た
、
自
ら
考
え
を

構
築
す
る
力
を
つ
け
ら
れ
る
な
ど
、

質
の
向
上
に
つ
な
が
る
。

教
育
の
デ
ジ
タ
ル
化
が
進
み
、
本

町
で
も
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
環
境
の
整
備

な
ど
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
の
推
進
が
図
ら

れ
て
い
る
が
、
授
業
の
質
の
向
上

に
つ
な
が
る
の
か
。

策
が
講
じ
ら
れ
た
が
、
成
果
は
。

住
民
の
意
識
向
上
や
町
政
へ
の
住

民
参
加
は
促
進
さ
れ
た
の
か
。

65
周
年
事
業
は
多
く
の
方
に
参
加

い
た
だ
き
、
こ
れ
ま
で
の
歴
史
を

振
り
返
り
、
こ
れ
か
ら
の
町
の
繁

栄
を
考
え
る
機
会
と
な
っ
た
。

夢
タ
ワ
ー
点
灯
式
や
ロ
ゴ
マ
ー
ク

募
集
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
実

施
し
、
住
民
に
関
心
を
持
っ
て
い

た
だ
け
た
と
思
っ
て
い
る
。

生
活
保
護
世
帯
に
は
学
校
臨
時
休

業
中
の
給
食
費
相
当
額
が
支
給
さ

れ
て
い
る
。

生
活
保
護
に
準
ず
る
世
帯
で
あ
る

準
要
保
護
世
帯
に
つ
い
て
も
、
同

様
に
支
給
す
る
べ
き
で
は
。

文
部
科
学
省
か
ら
、
地
域
の
実
情

に
合
わ
せ
て
対
応
す
る
よ
う
通
知

が
あ
っ
た
。

本
町
で
は
、
休
業
期
間
中
の
支
援

策
と
し
て
小
・
中
学
生
全
員
に
応

援
特
別
給
付
金
１
万
円
や
図
書
券

２
０
０
０
円
の
支
給
な
ど
施
策
を

実
施
し
た
た
め
、
給
食
費
相
当
額

の
支
給
は
実
施
し
な
い
。

Q

Q

Q

Q

Q

A

A

AA

A



全 議 案 の 採 決 結 果
■賛否が分かれた議案	 〇＝賛成　×＝反対
（注）表中の〇及び×は、〇＝賛成討論、×＝反対討論をおこなっています。　　　　　　　

公明党 共産党 くみやま
みらい

ネクスト
くみやま

政策
研究会 無会派

議案／議員 岩
田
　
芳
一

戸
川
　
和
子

中
野
ま
す
み

巽
　
　
悦
子

松
本
　
義
裕

林
　
　
吉
一

島
　
　
宏
樹

篠
田
　
久
和

内
田
　
孝
司

樋
口
　
房
次

松
尾
　
　
憲

中
井
　
孝
紀

芦
田
　
祐
介

田
口
　
浩
嗣

結
　
果

元年度
決算

一般会計 〇 〇 × × 〇 〇 〇 〇 ※ 〇 〇 〇 × 〇 認定
国民健康保険特別会計〈事業勘定〉 〇 〇 × × 〇 〇 〇 〇 ※ 〇 〇 〇 〇 〇 認定
介護保険特別会計 〇 〇 × × 〇 〇 〇 〇 ※ 〇 〇 〇 〇 〇 認定
後期高齢者医療特別会計 〇 〇 × × 〇 〇 〇 〇 ※ 〇 〇 〇 〇 〇 認定
水道事業会計 〇 〇 × × 〇 〇 〇 〇 ※ 〇 〇 〇 〇 〇 認定

条例 手数料徴収条例一部改正 〇 〇 × × 〇 〇 〇 〇 ※ 〇 〇 〇 〇 〇 可決
※内田議長は、賛否同数以外は採決に加わりません。

■全員賛成の議案
意見書

新型コロナウイルス感染症の影響に伴う地方財
政の急激な悪化に対し地方税財源の確保を求め
る意見書

人事

三郷山財産区管理委員の選任同意

人権擁護委員の推薦につき意見を求める

固定資産評価審査委員会委員の選任同意

教育委員会委員の任命同意

財産取得 小・中学校情報機器端末（タブレット）の取得

契約 久御山町立中央公民館ホールアスベスト除却等
工事請負契約の締結

条例
町税条例一部改正
水道事業及び下水道事業の設置等に関する
条例一部改正

元年度
決算

三郷山財産区特別会計

下水道事業会計

２年度
補正予算

一般会計（第６・７号）

国民健康保険特別会計〈事業勘定〉（第２号）

三郷山財産区特別会計（第１号）

介護保険特別会計（第２号）

後期高齢者医療特別会計（第１号）

水道事業会計（第２号）

下水道事業会計（第１号）
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一
般
会
計
決
算　

討
論　
　巽　

　
悦
子	

議
員

「
公
共
サ
ー
ビ
ス
基
本
法
」
に
則
し
た
行
政
を

行
政
の
外
部
委
託
が
進
ん
で
い
る
こ
と
を
危
惧
す
る
。

公
共
サ
ー
ビ
ス
は
、
日
常
生
活
や
社
会
生
活
を
円
滑
に

営
む
た
め
に
必
要
な
基
本
的
需
要
を
満
た
す
も
の
で
あ

り
、
国
民
の
権
利
と
す
る
「
公
共
サ
ー
ビ
ス
基
本
法
」

に
則
し
て
、
住
民
に
寄
り
添
う
行
政
で
あ
る
べ
き
。

芦
田　
祐
介	
議
員

民
間
目
線
で
税
金
の
無
駄
使
い
を
な
く
せ

「
ク
ロ
ス
ピ
ア
く
み
や
ま
」
は
依
然
と
し
て
持
ち
出

し
額
が
大
き
い
。
住
民
票
な
ど
の
コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー

ビ
ス
は
高
コ
ス
ト
体
質
で
あ
る
。
同
和
団
体
機
関
紙
の

購
読
は
や
め
る
べ
き
。
御
牧
地
区
の
公
共
交
通
整
備
が

遅
れ
て
い
る
。
ス
ピ
ー
ド
感
の
あ
る
対
応
を
求
め
る
。

戸
川　
和
子	

議
員

新
た
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
評
価

こ
れ
ま
で
継
続
し
て
き
た
町
独
自
の
各
種
住
民
負
担

軽
減
策
を
維
持
し
つ
つ
、
と
う
ず
み
こ
ど
も
園
整
備
工

事
の
着
手
や
、
み
な
く
る
タ
ウ
ン
整
備
に
向
け
た
道
路

用
地
整
備
な
ど
新
た
な
住
民
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
ま
ち

づ
く
り
が
推
進
さ
れ
た
こ
と
を
評
価
す
る
。

今
後
も
限
ら
れ
た
財
源
で
健
全
な
行
財
政
運
営
を
継

続
す
る
た
め
、
事
業
効
果
や
必
要
性
、
さ
ら
に
は
優
先

順
位
を
見
極
め
、
充
実
し
た
施
策
の
展
開
を
望
む
。

反
対

賛
成
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一つの事項を深く掘り下げて何度でも
できる。議員の質問時間は30分以内。

一問
一答

議員の質問時間の制限はなく、
質問回数は２回まで。

一括
質問

議会だより・会議録はこちら

久御山町議会 検索

定例会の映像配信
久御山町議会ホームページから生中継
と録画映像がご覧いただけます。

会　派 質問者 質問項目 ページ

※印の質問事項は紙面の都合上掲載しておりません。録画映像をご覧ください。

代
表
代
表

一
般
一
般
質
問
質
問

・・

代表質問

P10

P11

P12

P13

①町長の政治姿勢

①財政運営
②まちづくり

①公約に掲げた「５５の宣言」

①景気動向の認識・消費税引き下げ
②コロナ禍における支援策
③小・中学校体育館のエアコン設置※
④地方行政のあり方

①防災・減災対策
②まちづくり P14

岩田　芳一 議員
いわ　た よしかず

なか　い たかのり

島　　宏樹 議員
しま ひろ　き

樋口　房次 議員
　ひ　ぐち ふさつぐ

巽　　悦子 議員

中井　孝紀 議員

公明党議員団

くみやまみらい

ネクストくみやま

日本共産党議員団

久御山政策研究会

たつみ えつ　こ

P15

P16

P17

P18

質問者 質問項目〔質問方法〕 ページ

一問
一答

一問
一答

一問
一答

①マイナンバー制度
②道路の安全表示
①防災・防犯対策の強化　
②内水排除対策の着手※　
③Wi-Fi環境の整備・充実
④全世代・全員活躍まちづくりセンターの整備※
⑤人口減少における少子化対策
①田井新荒見地内の産業廃棄物　③成人式
②レジ袋・ごみ袋の有料化
①コロナ禍における事業者向けの対策
②学校再開後の状況
①認知症対策
②小・中学校の性的少数者（LGBT）
①安心・安全のまちづくり
②少子化対策
①町長３期目の施策
②まちづくりセンター及びまちのにわ構想の展開
③コロナ対策追加支援策
①コロナ感染症対策　③河川の安全対策
②公共交通

林　　吉一 議員

P19

P20

P21

P22

一問
一答

一問
一答

一問
一答

一括
質問

一括
質問

田口　浩嗣 議員
　た　ぐち こう　じ

芦田　祐介 議員
あし　だ ゆうすけ

篠田　久和 議員
しの　だ ひさかず

中野ますみ 議員
なか　の

松尾　　憲 議員
まつ　お あきら

戸川　和子 議員
　と　がわ かず　こ

松本　義裕 議員
まつもと よしひろ

はやし よしかず

町
長
選
挙
後
初
と
な
っ
た
９
月
会
議
で
は
、
５

会
派
の
代
表
が
町
政
運
営
や
方
針
な
ど
に
つ
い
て

質
問
し
ま
し
た
。

ま
た
、
一
般
質
問
で
は
、
８
議
員
が
登
壇
し
、

町
政
の
課
題
を
た
だ
し
ま
し
た
。

一般質問
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ら
、
受
付
・
検
温
場
所
を
確
認
す
る
こ

と
で
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
化
に
向
け
て
取
り

組
ん
で
い
る
。

今
後
、
防
災
会
議
を
運
営
す
る
中
で
、

女
性
の
視
点
に
た
っ
た
意
見
な
ど
を
期

待
す
る
。

ソ
フ
ト
面
も
充
実
す
る
こ
と
が
大
事
で

あ
る
と
考
え
る
が
。

教
育
分
野
に
お
い
て
「
３
密
」
を
防

ぎ
な
が
ら
、
教
職
員
、
児
童
・
生
徒
の

町
長
は
、
国
・
京
都
府
と
の
連
携
を

密
に
、
２
期
８
年
間
、
本
町
の
住
民
福

祉
と
発
展
の
た
め
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
事

業
に
取
り
組
ま
れ
た
。

こ
れ
ま
で
の
総
括
と
し
て
、
成
果
と

課
題
は
。

避
難
所
に
お
け
る
感
染
症
リ
ス
ク
を

下
げ
る
た
め
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
避

難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
つ
い
て
見
直

し
が
必
要
と
考
え
る
。

子
育
て
世
帯
、
高
齢
者
な
ど
の
女
性

の
観
点
か
ら
、
防
災
・
減
災
に
向
け
、

さ
ら
な
る
女
性
の
参
画
が
必
要
で
は
。

住
民
の
衛
生
意
識
が
高
ま
る
中
、
図

書
除
菌
機
の
設
置
が
本
町
の
町
立
図
書

館
に
も
必
要
で
は
。

今
後
必
要
と
な
っ
て
く
る
教
員
の
ス

キ
ル
ア
ッ
プ
へ
の
支
援
な
ど
、
学
び
を

保
障
で
き
る
よ
う
各
種
の
取
り
組
み
を

進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

町　
長

質　
問

質　
問

質　
問

質　
問 殺

菌
消
毒
で
き
る
機
器
の

設
置
を
検
討
す
る

A
図
書
除
菌
機
の
設
置
が

必
要
で
は

Q

避難所で３密を避ける防災グッズ（間仕切りやテントなど）

公
約
は
お
お
む
ね
実
現
し
た

さ
ら
な
る
課
題
に
取
り
組
む

A
町
長
の
２
期
８
年
間
の

成
果
と
課
題
は

Q

女
性
の
視
点
に
た
っ
た

意
見
な
ど
を
期
待
す
る

A
防
災
・
減
災
に
向
け
て

女
性
の
参
画
が
必
要
で
は

Q

同
報
系
防
災
行
政
無
線
の
整
備
、
遠

隔
地
と
の
災
害
応
援
協
定
の
締
結
、
新

市
街
地
の
整
備
、
く
み
や
ま
夢
タ
ワ
ー

１
３
７
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
、
夢
酒
く
み

や
ま
の
完
成
・
販
売
、
デ
マ
ン
ド
タ
ク

シ
ー
の
運
行
、
子
育
て
支
援
策
と
し
て

コ
ロ
ナ
禍
の
感
染
防
止
策
の
視
点
か

図
書
な
ど
に
つ
い
て
、
返
却
資
料
は

翌
日
以
降
に
配
架
す
る
な
ど
、
感
染
リ

ス
ク
の
軽
減
に
努
め
て
い
る
が
、
殺
菌

消
毒
で
き
る
機
器
の
設
置
に
つ
い
て
も

検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

の
医
療
費
助
成
の
拡
充
、
メ
デ
ィ
ケ
ア

ゾ
ー
ン
の
整
備
、
こ
ど
も
園
の
整
備
、

中
学
校
給
食
の
実
施
な
ど
、
公
約
は
、

お
お
む
ね
実
現
し
た
。

治
水
対
策
や
公
共
交
通
の
利
便
性
向

上
、
子
育
て
環
境
の
さ
ら
な
る
充
実
な

ど
の
課
題
解
決
に
取
り
組
み
、
住
民
の

の
福
祉
向
上
や
人
口
減
少
問
題
の
克
服
、

地
域
経
済
の
活
性
化
に
向
け
て
、
職
務

に
ま
い
進
し
て
い
き
た
い
。

町　
長

町　
長

町　
長

　岩田　芳一	議員
公明党議員団
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リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
院
の
整
備
を

実
現
し
、
完
成
を
目
指
し
た
い
と
考
え

て
い
る
の
か
。

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
る
今

年
度
末
の
法
人
町
民
税
の
減
収
予
測
は
。

今
後
は
ど
の
よ
う
な
支
援
を
し
、
町

内
産
業
の
立
て
直
し
を
考
え
て
い
る
の

か
。

実
施
計
画
の
精
査
や
次
年
度
以
降
の

予
算
編
成
に
対
し
て
も
、
Ｗ
ｉ
ｔ
ｈ
コ

ロ
ナ
時
代
の
財
政
運
営
を
お
こ
な
う
べ

き
と
考
え
る
が
、
町
長
の
考
え
は
。

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
院
の
誘
致

に
関
す
る
計
画
お
よ
び
現
在
ま
で
の
進し

ん

捗ち
ょ
く状
況
は
。

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
院
の
役
割

は
。
ま
た
、
ど
の
よ
う
な
誘
致
支
援
を

お
こ
な
う
の
か
。

町
長
は
、
最
終
的
に
い
つ
頃
ま
で
に

質　
問

質　
問

質　
問

質　
問

質　
問 任

期
中
の
実
現
に
向
け

最
大
限
の
努
力
を
す
る

A
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
院

整
備
の
実
現
は

Q

佐山西ノ口地区の開設予定地

約
２
億
７
０
０
０
万
円
の

減
収
を
見
込
ん
で
い
る

A
今
年
度
末
の
法
人
町
民
税
の

減
収
予
測
は

Q８
月
末
現
在
の
法
人
町
民
税
の
状
況

は
大
幅
に
減
収
と
な
っ
て
い
る
。

今
年
度
末
の
予
想
は
、
約
２
億
７
０

０
０
万
円
の
減
収
見
込
み
。

実
施
計
画
で
、
し
っ
か
り
精
査
す
べ

き
も
の
と
重
要
度
・
緊
急
度
を
必
要
と

す
る
も
の
を
勘
案
し
、
来
年
度
予
算
の

編
成
に
臨
む
。

さ
ら
に
、
新
し
い
生
活
様
式
も
鑑か

ん
がみ

た
住
民
サ
ー
ビ
ス
を
低
下
さ
せ
な
い
財

政
づ
く
り
を
実
践
し
、
新
た
な
挑
戦
に

ま
い
進
し
た
い
。

も
の
づ
く
り
の
ま
ち
で
あ
る
本
町
の

産
業
が
、
今
後
ど
の
よ
う
な
支
援
が
必

要
で
、
町
内
の
産
業
の
立
て
直
し
が
で

き
る
の
か
を
考
え
る
た
め
に
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
伴
う
影
響
調

査
の
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
を
実
施
し
、
ま

ず
は
実
態
を
把
握
す
る
。

現
在
、
京
都
府
保
健
医
療
計
画
に
基

づ
き
、
山
城
北
二
次
医
療
圏
の
医
療
機

能
を
確
保
す
る
た
め
不
足
す
る
３
６
２

病
床
の
確
保
に
向
け
た
公
募
手
続
き
が

進
め
ら
れ
、
西
ノ
口
地
区
を
開
設
予
定

地
と
し
、
岡
本
病
院
財
団
が
応
募
さ
れ

た
。今

後
、
地
域
医
療
構
想
調
整
会
議
な

ど
に
お
い
て
協
議
が
な
さ
れ
、
病
床
数

の
配
分
が
決
定
さ
れ
る
。

誘
致
が
実
現
す
れ
ば
、
急
性
期
患
者

の
入
院
か
ら
退
院
、
そ
し
て
、
退
院
後

も
リ
ハ
ビ
リ
や
訪
問
診
療
な
ど
が
受
け

ら
れ
る
ケ
ア
体
制
が
整
う
。
高
齢
者
を

は
じ
め
と
す
る
幅
広
い
世
代
の
方
に
対

し
て
、
医
療
や
介
護
予
防
お
よ
び
自
立

し
た
日
常
生
活
の
支
援
が
包
括
的
に
確

保
さ
れ
る
体
制
が
確
立
す
る
。

誘
致
に
全
力
で
支
援
し
、
任
期
中
の

実
現
に
向
け
、
最
大
限
の
努
力
を
す
る
。

町　
長

町　
長

町　
長

町　
長

町　
長

　島　　宏樹	議員
くみやまみらい
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慢
性
的
に
渋
滞
し
て
い
る
。

緩
和
に
向
け
た
具
体
的
な
対
策
は
。

ク
ロ
ス
ピ
ア
く
み
や
ま
や
南
大
内
地

区
は
開
発
か
ら
10
年
が
経
過
し
た
が
、

当
初
の
計
画
ど
お
り
に
進
ま
ず
苦
慮
し

て
い
る
が
、
今
後
の
対
策
は
。

町
内
を
東
西
に
通
る
２
つ
の
府
道
は

広
域
避
難
場
所
と
し
て
山
城
総
合
運

動
公
園
と
協
議
さ
れ
て
い
る
。
距
離
が

あ
る
が
、
移
動
手
段
や
避
難
時
期
な
ど

の
判
断
基
準
は
。

本
町
の
北
側
や
西
側
に
広
域
避
難
場

所
が
他
に
も
必
要
で
は
な
い
か
。

内
水
排
除
対
策
と
し
て
佐
山
排
水
機

場
の
改
修
や
調
整
池
の
整
備
を
進
め
ら

れ
て
い
る
が
、
古
川
の
改
修
や
城
陽
排

水
機
場
の
ポ
ン
プ
増
設
、
大
内
サ
イ
ホ

ン
の
再
整
備
な
ど
も
必
要
で
は
な
い
か
。

交
通
不
便
地
解
消
の
た
め
、
社
会
実

験
に
よ
る
運
行
を
計
画
し
て
い
た
が
、

コ
ロ
ナ
禍
で
進
ん
で
い
な
い
。
対
応
は
。

ま
た
、
路
線
バ
ス
を
延
伸
し
、
森
や

東
一
口
停
留
所
か
ら
駅
へ
と
つ
な
ぐ
た

め
の
協
議
状
況
は
。

よ
り
活
性
化
す
る
た
め
の
土
地
利
用

を
図
る
こ
と
が
必
要
で
、
イ
オ
ン
や
京

都
府
と
相
談
・
連
携
し
、
に
ぎ
わ
い
の

創
出
を
積
極
的
に
推
進
し
た
い
。

イ
オ
ン
が
東
側
へ
の
拡
充
を
計
画
し

て
お
り
、
官
民
連
携
手
法
の
導
入
を
含

め
、
方
向
性
を
導
き
出
し
た
い
。

町　
長

質　
問

質　
問

質　
問

質　
問

質　
問

イ
オ
ン
が
東
側
へ
の

拡
充
を
計
画
し
て
い
る

A
ク
ロ
ス
ピ
ア
や

南
大
内
地
区
の
対
策
は

Q

排水機能不足の大内サイホン

にぎわいの創出を待つ南大内地区

国・府
所
有
や
民
間
施
設
を

検
討
す
る

A
広
域
避
難
場
所
が
他
に
も

必
要
で
は
な
い
か

Q広
域
避
難
場
所
が
確
保
で
き
て
も
解

決
す
べ
き
課
題
が
あ
る
こ
と
は
認
識
し

て
い
る
。
移
動
の
基
本
は
自
動
車
に
な

る
が
早
期
の
呼
び
か
け
が
重
要
に
な
る
。

山
城
総
合
運
動
公
園
と
は
別
の
場
所

に
つ
い
て
も
、
国
・
府
所
有
や
民
間
の

古
川
の
改
修
や
城
陽
排
水
機
場
の
ポ

ン
プ
増
設
に
よ
る
排
水
機
能
の
向
上
は

重
要
な
対
策
で
あ
り
、
引
き
続
き
京
都

府
へ
要
望
す
る
。

大
内
サ
イ
ホ
ン
の
新
た
な
整
備
は
、

調
整
池
の
整
備
や
都
市
下
水
路
の
浸
水

対
策
と
一
体
で
考
え
る
必
要
が
あ
り
、

検
討
し
た
い
。

府
道
八
幡
宇
治
線
の
第
２
京
阪
道
路

交
差
点
西
行
右
折
レ
ー
ン
の
整
備
を
京

都
府
が
検
討
し
て
い
る
。

府
道
宇
治
淀
線
の
道
路
拡
幅
や
バ
イ

パ
ス
機
能
の
整
備
は
ハ
ー
ド
ル
が
高
い

と
考
え
て
い
る
が
、
町
外
で
の
東
西
軸

路
線
の
整
備
も
有
効
と
考
え
て
お
り
、

本
町
も
京
都
府
へ
要
望
し
て
い
る
。

御
牧
地
区
の
社
会
実
験
は
、
来
年
度

以
降
に
再
検
討
し
、
今
年
度
は
窓
の
な

い
オ
ー
プ
ン
タ
イ
プ
の
Ｅ
Ｖ
車
両
の
試

験
走
行
を
11
月
頃
に
取
り
組
み
た
い
。

現
在
の
路
線
バ
ス
の
イ
オ
ン
松
井
山

手
線
の
鉄
道
駅
ま
で
の
延
伸
は
、
京
都

京
阪
バ
ス
と
協
議
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。

※
Ｅ
Ｖ
車
両
…
電
気
自
動
車

施
設
を
含
め
て
引
き
続
き
検
討
し
た
い
。

町　
長

町　
長

町　
長

町　
長

　中井　孝紀	議員
久御山政策研究会
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る
施
策
を
着
実
に
進
め
る
こ
と
で
、
本

町
の
産
業
振
興
が
図
れ
る
と
考
え
て
お

り
、
条
例
策
定
は
考
え
て
い
な
い
。

数
が
、
ゆ
う
ホ
ー
ル
窓
口
で
の
利
用
数

に
も
達
し
て
い
な
い
。

な
ぜ
窓
口
業
務
を
閉
鎖
す
る
の
か
。

住
民
票
な
ど
の
コ
ン
ビ
ニ
交
付
利
用

政
府
は
、
２
０
１
８
年
10
月
が
景
気

の
山
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
２
０
１
９
年

10
月
に
消
費
税
を
10
％
に
し
た
。

消
費
税
を
５
％
に
引
き
下
げ
、
暮
ら

し
と
経
営
を
守
る
こ
と
が
急
が
れ
る
。

税
金
は
所
得
に
応
じ
て
支
払
う
の
が

原
則
で
あ
る
。以
前
の
一
般
質
問
で「
消

費
税
は
逆
進
性
」
と
の
答
弁
で
あ
っ
た

が
、
引
き
下
げ
に
つ
い
て
の
見
解
は
。

地
元
事
業
者
と
雇
用
を
守
る
た
め
、

「
中
小
企
業
振
興
条
例
」
を
策
定
し
、

町
内
事
業
所
を
守
る
べ
き
で
は
。

さ
ら
に
非
正
規
労
働
者
の
解
雇
、
事

業
所
の
倒
産
・
廃
業
の
実
態
や
、
雇
用

調
整
助
成
金
の
正
規
・
非
正
規
従
業
員

へ
の
支
給
状
況
の
把
握
は
。

休
業
支
援
金
は
、
労
災
や
雇
用
保
険

未
加
入
で
も
申
請
で
き
る
。
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
も
周
知
す
る
べ
き
で
は
。

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
や
他
の
関
係
機
関
に

確
認
し
た
が
、
町
内
事
業
所
の
非
正
規

労
働
者
の
解
雇
状
況
、
倒
産
・
解
雇
に

つ
い
て
は
把
握
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た

雇
用
調
整
助
成
金
の
正
規
・
非
正
規
従

業
員
へ
の
支
給
状
況
は
、
国
の
直
接
手

続
き
の
た
め
把
握
さ
れ
て
い
な
い
。

本
町
と
し
て
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ

り
雇
用
実
態
や
事
業
所
の
状
況
、
雇
用

調
整
助
成
金
の
支
給
状
況
に
つ
い
て
確

認
す
る
。
事
業
主
が
雇
用
維
持
に
努
め

る
こ
と
が
重
要
で
、
相
談
に
応
じ
た
い
。

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
周
知
は
、
わ

か
り
や
す
い
も
の
に
し
た
い
。

産
業
課
長

質　
問

質　
問

質　
問

コ
ン
ビ
ニ
交
付
や
行
政
の

効
率
化
な
ど
に
よ
り
決
定

A
ゆ
う
ホ
ー
ル
の
窓
口
業
務

な
ぜ
閉
鎖
す
る
の
か

Q

ゆうホール窓口サービスが廃止

社
会
保
障
費
担
保
の
た
め

必
要
な
財
源
と
理
解
す
る

A
消
費
税
を
５
％
に
引
き
下
げ
る

こ
と
に
つ
い
て
見
解
は

Q

『
振
興
計
画
』を
進
め
る

条
例
策
定
は
考
え
て
い
な
い

A
「
中
小
企
業
振
興
条
例
」

策
定
の
考
え
は

Q

消
費
税
は
、
地
方
交
付
税
の
原
資
と

な
る
ほ
か
、
年
金
、
医
療
お
よ
び
介
護

の
社
会
保
障
給
付
な
ら
び
に
少
子
化
対

『
第
２
期
産
業
振
興
計
画
』
に
定
め

ゆ
う
ホ
ー
ル
窓
口
サ
ー
ビ
ス
は
、
ゆ

う
ホ
ー
ル
開
設
時
か
ら
役
場
の
支
所
的

な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
。

本
年
３
月
か
ら
住
民
票
な
ど
の
コ
ン

ビ
ニ
交
付
を
導
入
し
、
本
町
の
地
理
的

条
件
や
行
政
の
効
率
化
な
ど
を
踏
ま
え
、

本
年
12
月
末
の
閉
鎖
を
決
定
し
た
。

策
の
経
費
に
あ
て
る
も
の
。
増
大
す
る

社
会
保
障
費
の
財
源
と
し
て
税
率
が
引

き
上
げ
ら
れ
た
と
理
解
す
る
。

増
税
に
つ
い
て
は
、
住
民
生
活
に
影

響
を
与
え
る
と
察
す
る
が
、
町
に
と
っ

て
の
税
収
の
ほ
か
、
社
会
保
障
を
担
保

す
る
た
め
の
財
源
と
理
解
す
る
。

町　
長

町　
長

町　
長

　巽　　悦子	議員
日本共産党議員団
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る
こ
と
も
可
能
で
、
感
染
防
止
策
に
も

な
る
。

現
在
、
車
両
避
難
を
検
討
し
て
い
る

事
業
所
が
１
カ
所
あ
る
が
、
ま
だ
協
定

に
至
っ
て
い
な
い
。

本
町
は
倉
庫
業
も
多
く
、
災
害
応
援

協
定
の
中
で
、
車
両
避
難
の
視
点
も
踏

ま
え
、
可
能
性
を
求
め
て
い
く
。

タ
イ
ル
が
求
め
ら
れ
る
と
と
も
に
、
税

収
の
落
ち
込
み
が
見
込
ま
れ
る
。

町
長
は
、
大
変
難
し
い
か
じ
取
り
が

必
要
と
な
る
が
、
選
挙
公
約
の
実
現
に

は
多
く
の
住
民
が
期
待
を
寄
せ
て
い
る
。

特
に
、
南
大
内
地
区
の
に
ぎ
わ
い
の

創
出
を
推
進
し
て
き
た
議
員
と
し
て
の

結
果
責
任
も
問
わ
れ
て
お
り
、
重
要
事

項
と
考
え
る
が
、
ど
う
進
め
る
の
か
。

コ
ロ
ナ
禍
に
伴
い
、
新
し
い
生
活
ス

五
十
年
に
一
度
、
百
年
に
一
度
の
大

雨
被
害
が
毎
年
の
よ
う
に
国
内
で
発
生

し
、
生
命
や
貴
重
な
財
産
が
奪
わ
れ
て

い
る
。
地
球
温
暖
化
が
も
た
ら
す
こ
の

事
態
に
、
本
町
の
防
災
対
策
は
万
全
と

い
え
る
の
か
。

災
害
発
生
時
に
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な

ど
を
利
用
し
た
防
災
情
報
の
発
信
が
効

果
的
だ
と
思
う
が
、
現
状
は
。

本
町
が
洪
水
災
害
に
見
舞
わ
れ
た
場

合
、
多
数
の
車
両
が
水
没
し
、
流
出
す

る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。

車
両
は
住
民
の
貴
重
な
財
産
で
あ
る

と
と
も
に
、
避
難
時
の
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト

空
間
と
し
て
も
活
用
で
き
る
。
逆
に
災

害
か
ら
の
復
興
に
際
し
て
は
、
障
害
物

と
な
る
こ
と
も
あ
る
。

企
業
と
の
防
災
協
定
を
生
か
し
、
車

両
を
高
い
位
置
に
避
難
で
き
る
社
屋
を

所
有
す
る
企
業
と
の
避
難
協
定
を
結
ぶ

こ
と
は
で
き
な
い
の
か
。

質　
問

質　
問

質　
問

民間企業社屋への避難が可能

クロスピア周辺の現状

災
害
応
援
協
定
の
な
か
で

可
能
性
を
求
め
て
い
く

A
洪
水
災
害
時
、住
民
財
産
で
あ
る

車
両
の
避
難
は
で
き
な
い
か

Q

経
済
動
向
を
注
視
し

積
極
的
に
推
進
し
て
い
く

A
コ
ロ
ナ
禍
、ク
ロ
ス
ピ
ア
周
辺
の

に
ぎ
わ
い
創
出
は

Q

災
害
対
策
基
本
法
に
基
づ
き
町
防
災

計
画
を
策
定
し
、
関
係
法
令
や
関
連
機

関
の
計
画
も
毎
年
見
直
し
、
万
全
の
対

車
両
の
避
難
は
非
常
に
有
効
で
あ
る

と
認
識
し
て
い
る
。
コ
ロ
ナ
禍
で
の
避

難
で
あ
れ
ば
、
人
と
の
距
離
を
確
保
す

経
済
動
向
を
注
視
し
つ
つ
、
ク
ロ
ス

ピ
ア
周
辺
の
に
ぎ
わ
い
の
創
出
を
よ
り

積
極
的
に
推
進
し
て
い
く
。

現
在
、
イ
オ
ン
が
東
側
へ
の
拡
充
を

検
討
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
計
画
と
の
一

体
性
を
考
え
な
が
ら
、
有
効
活
用
の
方

向
性
を
検
討
し
て
い
く
。

策
と
な
っ
て
い
る
。

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
が
あ
れ
ば
、

町
発
信
の
情
報
も
登
録
型
戸
別
受
信
シ

ス
テ
ム
を
通
じ
て
利
用
で
き
、
気
象
庁

や
国
土
交
通
省
な
ど
の
行
政
情
報
に
も

対
応
で
き
る
。

来
年
度
に
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
よ

り
見
や
す
く
な
る
よ
う
、
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
対
応
の
改
良
を
予
定
し
て
お
り
、

住
民
に
も
分
か
り
や
す
い
情
報
発
信
と

情
報
取
得
の
手
段
を
周
知
し
て
い
く
。

町　
長

町　
長

町　
長

　樋口　房次	議員
ネクストくみやま
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マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を

持
つ
必
要
性
は

住
民
票
な
ど
の

コ
ン
ビ
ニ
交
付
が
可
能

QA QA QAカ
ー
ド
の
Ｉ
Ｃ
チ
ッ
プ
に
は
電
子
証

明
書
の
機
能
が
搭
載
さ
れ
て
お
り
、
確

定
申
告
な
ど
で
電
子
申
請
が
で
き
る
。

本
町
で
も
こ
の
機
能
を
利
用
し
た
住

民
票
な
ど
の
コ
ン
ビ
ニ
交
付
を
実
施
し

て
お
り
、
国
で
は
健
康
保
険
証
と
し
て

の
利
用
を
来
年
３
月
か
ら
開
始
す
る
予

定
で
あ
る
。

本
人
確
認
の
身
分
証
明
書
と
し
て
の

利
用
以
外
に
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

を
持
つ
必
要
性
は
。

質　
問

住
民
福
祉
課
長

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
普
及
の
た

め
に
は
、
高
齢
者
に
対
し
、
わ
か
り
や

す
い
申
請
方
法
の
説
明
が
必
要
で
は
。

質　
問

道
路
の
路
面
標
示
の

整
備
計
画
は

歩
道
の
な
い
通
学
路
の

グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
整
備
を
進
め
る

QA QA QA

横
断
歩
道
・
交
差
点
の
カ
ラ
ー
化
や

グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
な
ど
は
、
安
全
対
策

や
通
り
抜
け
対
策
に
大
変
効
果
が
あ
る

と
考
え
る
。
今
後
の
道
路
の
安
全
対
策

の
整
備
計
画
は
。

質　
問

横
断
歩
道
は
公
安
委
員
会
が
管
理
し

て
い
る
も
の
で
あ
る
の
で
、
個
別
に
宇

治
警
察
署
に
整
備
の
要
望
を
す
る
な
ど

連
携
し
て
対
応
し
て
い
る
。

小
・
中
学
校
近
く
の
横
断
歩
道
の
カ

ラ
ー
化
は
完
了
し
て
お
り
、
今
後
は
、

歩
道
の
な
い
通
学
路
で
の
路
側
帯
の
グ

リ
ー
ン
ベ
ル
ト
整
備
に
つ
い
て
、
引
き

続
き
計
画
的
に
進
め
る
。

都
市
整
備
課
長

町　
長

申
請
方
法
が
不
明
な
方
に
は
、
住
民

福
祉
課
窓
口
に
お
い
て
、
詳
細
に
説
明

を
し
て
い
る
。

住
民
福
祉
課
長

住
民
福
祉
課
長

カ
ー
ド
の
紛
失
や
盗
難
に
よ
る
個
人

情
報
の
流
出
・
悪
用
な
ど
、
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
ー
面
で
の
問
題
は
な
い
の
か
。

質　
問

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
は
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
性
の
高
い
個
人
情
報
は
記
録
さ

れ
て
い
な
い
。

Ｉ
Ｃ
チ
ッ
プ
の
情
報
を
確
認
す
る
に

は
、
設
定
し
た
暗
証
番
号
が
必
要
で
、

一
定
回
数
間
違
え
る
と
使
え
な
く
な
る

シ
ス
テ
ム
と
な
っ
て
い
る
。

交
通
安
全
対
策
の
一
つ
と
し
て
、
路

面
標
示
に
よ
る
対
策
が
あ
る
が
、
整
備

や
管
理
の
区
分
は
。

質　
問

町
道
の
中
央
線
や
外
側
線
な
ど
の
区

画
線
は
、
本
町
が
道
路
管
理
者
と
し
て

設
置
し
て
い
る
。
ま
た
、
路
側
帯
や
交

差
点
を
視
覚
的
に
明
瞭
化
し
、
交
通
事

故
の
防
止
目
的
と
し
て
、
グ
リ
ー
ン
べ

ル
ト
や
交
差
点
の
カ
ラ
ー
標
示
な
ど
も

整
備
を
し
て
い
る
。

横
断
歩
道
や
停
止
線
な
ど
は
公
安
委

員
会
が
管
理
し
て
い
る
。

都
市
整
備
課
長

特
に
、
通
学
路
の
安
全
対
策
は
完
璧

に
進
め
る
必
要
が
あ
る
。
横
断
歩
道
の

路
面
標
示
が
薄
く
な
っ
て
い
る
箇
所
が

あ
る
が
、
住
民
の
指
摘
が
あ
っ
て
か
ら

の
対
応
で
は
遅
い
の
で
は
。

質　
問

消えかけた路面標示

総
務
省
の
普
及
促
進
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

林　　吉一 議員
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体
育
館
の
空
調
設
備
が

必
要
不
可
欠
で
は

施
設
整
備
計
画
の
中
で

慎
重
に
進
め
る

QA QA QA以
前
か
ら
有
効
な
提
案
だ
と
考
え
て

お
り
、
具
体
的
な
可
能
性
に
つ
い
て
、

建
設
業
協
会
に
も
意
見
を
聞
く
。

学
校
施
設
の
老
朽
化
や
初
期
投
資
な

ど
財
源
の
課
題
も
あ
り
、
全
体
の
施
設

整
備
計
画
の
中
で
慎
重
に
進
め
る
。

市
街
化
調
整
区
域
で
あ
っ
て
も
一
定

の
条
件
は
あ
る
が
、
住
宅
建
設
は
可
能
。

ま
た
、
優
良
田
園
住
宅
の
手
法
を
活

用
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

避
難
所
に
な
っ
て
い
る
公
共
施
設
を

優
先
的
に
検
討
し
て
い
く
。

既
に
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
る
京

都
市
や
京
都
府
の
無
料
Ｗ
ｉ-

Ｆ
ｉ
ス

ポ
ッ
ト
と
相
互
接
続
が
可
能
で
あ
れ
ば

利
便
性
が
高
い
と
考
え
る
。
研
究
し
、

導
入
の
可
能
性
を
探
っ
て
い
き
た
い
。

本
町
で
子
ど
も
を
生
み
、
育
て
て
も

ら
え
る
環
境
を
整
え
る
こ
と
が
重
要
と

考
え
る
。

他
市
町
の
施
策
の
効
果
を
見
極
め
な

が
ら
、
前
向
き
に
検
討
し
て
い
く
。

災
害
時
に
協
力
し
て
も
ら
え
る
企
業

や
団
体
に
対
し
、
発
電
機
購
入
の
半
額

補
助
を
お
こ
な
い
、
有
事
の
際
に
運
搬

貸
出
を
す
る
協
定
を
結
べ
ば
、
避
難
所

の
発
電
機
を
確
保
で
き
る
の
で
は
。

体
育
館
に
空
調
設
備
が
な
い
た
め
に

避
難
し
な
い
方
が
い
る
こ
と
が
ニ
ュ
ー

御
牧
地
区
の
市
街
化
調
整
区
域
の
縛

ス
に
な
っ
て
い
た
。

町
長
公
約
に
避
難
所
環
境
の
向
上
を

掲
げ
て
い
る
が
、
昨
今
の
異
常
気
象
を

考
え
れ
ば
、
体
育
館
の
空
調
設
備
が
必

要
不
可
欠
で
は
。

り
が
強
く
、
生
ま
れ
育
っ
た
土
地
で
家

を
建
て
る
場
所
が
な
い
た
め
、
町
外
へ

出
る
人
が
い
る
。

こ
の
ま
ま
で
は
、
農
業
を
守
る
法
律

で
御
牧
地
区
は
消
滅
し
て
し
ま
う
。

町
独
自
で
特
別
条
例
を
制
定
で
き
な

い
の
か
。

他
の
自
治
体
で
、
移
住
す
る
人
に
家

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
た
り
、
建
築
費
の
補

助
を
す
る
施
策
が
あ
る
。

第
一
子
５
万
円
、
第
二
子
10
万
円
、

第
三
子
15
万
円
の
補
助
に
よ
り
過
疎
化

が
止
ま
っ
た
事
例
も
あ
る
。

少
子
化
対
策
と
し
て
、
国
の
宝
で
あ

る
子
ど
も
へ
投
資
す
る
考
え
は
。

町
長
公
約
に
Ｗ
ｉ-

Ｆ
ｉ
環
境
の
整

備
・
充
実
を
掲
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
今

後
の
整
備
計
画
は
。
ま
た
、
低
コ
ス
ト

の
京
都
Ｗ
ｉ-

Ｆ
ｉ
を
取
り
入
れ
る
考

え
は
。 低

コ
ス
ト
の
京
都
W
i
-F
i
を

取
り
入
れ
る
考
え
は

導
入
の
可
能
性
を

探
っ
て
い
く

QA QA QA

国
の
宝
で
あ
る
子
ど
も
へ

投
資
す
る
考
え
は

他
市
町
の
施
策
の
効
果
を

見
極
め
検
討
す
る

QA QA QA

空調設備のある八幡市の中学校体育館

低コストで運営で
きる京都Wi-Fi

総
務
課
長

総
務
課
長

都
市
整
備
課
長

行
財
政
課
長

町　
長

子
育
て
支
援
課
長

質　
問

質　
問

質　
問

質　
問

質　
問

田口　浩嗣 議員
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田
井
新
荒
見
の
産
廃
放
置

町
長
の
所
見
は

府
と
連
携
し
た
改
善
要
求
を

粘
り
強
く
お
こ
な
う

QA QA QA当
該
事
業
主
は
行
政
と
は
異
な
る
方

向
で
の
思
い
が
強
く
、
意
思
疎
通
が
難

９
月
に
山
城
広
域
振
興
局
長
、
保
健

所
長
、
土
木
事
務
所
長
に
対
し
て
指
導

強
化
と
適
正
な
対
応
を
要
請
し
た
。

現
在
は
硬
直
し
た
状
況
で
は
あ
る
が
、

今
後
も
府
と
連
携
し
た
改
善
要
求
を
粘

り
強
く
お
こ
な
い
、
解
決
に
向
け
た
糸

口
を
見
出
し
て
い
く
。

城
南
衛
生
管
理
組
合
を
構
成
す
る
市

町
と
足
並
み
を
そ
ろ
え
、
今
後
検
討
の

必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

ご
み
袋
有
料
化
の
導
入
検
討
の
際
に

は
、
そ
の
よ
う
な
問
題
も
踏
ま
え
て
検

討
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

受
験
勉
強
な
ど
の
影
響
を
鑑か

ん
がみ
て
、

20
歳
を
対
象
と
し
た
仮
称
「
20
歳
の
集

い
」
と
し
て
実
施
を
検
討
し
て
い
る
。

田
井
新
荒
見
に
産
業
廃
棄
物（
産
廃
）

を
放
置
し
た
ま
ま
事
業
を
停
止
し
た
収

集
運
搬
業
者
の
事
業
地
が
あ
る
。

業
者
の
許
可
は
失
効
し
て
い
る
が
法

的
な
倒
産
手
続
き
は
取
ら
れ
て
い
な
い
。

府
の
指
導
に
対
す
る
反
応
は
。
行
政

代
執
行
の
検
討
は
し
て
い
る
の
か
。

本
町
が
債
権
者
と
し
て
裁
判
所
に
破

産
ま
た
は
会
社
解
散
命
令
の
申
し
立
て

を
お
こ
な
う
べ
き
で
は
。

し
い
部
分
が
あ
る
。
行
政
代
執
行
を
前

提
と
し
た
動
き
は
し
て
い
な
い
。

破
産
な
ど
の
申
し
立
て
は
、
相
当
な

時
間
と
費
用
、
労
力
が
発
生
す
る
の
で

難
し
い
。

こ
の
問
題
の
解
決
に
は
町
長
の
政
治

決
断
が
必
要
だ
。
町
長
の
所
見
は
。

第
２
次
ご
み
処
理
基
本
計
画
の
素
案

に
は
「
生
活
系
ご
み
の
有
料
化
に
つ
い

て
検
討
す
る
」
と
書
か
れ
て
い
る
。

生
活
困
窮
者
に
と
っ
て
過
大
に
重
い

負
担
に
な
る
と
考
え
る
が
、
本
町
で
も

将
来
的
に
ご
み
袋
を
有
料
化
す
る
意
思

が
あ
る
と
い
う
こ
と
か
。

視
察
に
行
っ
た
近
江
八
幡
市
で
は
、

ご
み
袋
に
氏
名
を
書
く
欄
が
あ
っ
た
。

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
の
観
点
か
ら
問
題

が
あ
る
と
考
え
る
が
。

令
和
４
年
に
改
正
民
法
が
施
行
さ
れ

成
人
年
齢
が
20
歳
か
ら
18
歳
に
引
き
下

げ
ら
れ
る
。
成
人
式
は
ど
の
よ
う
に
対

応
す
る
の
か
。

成
人
年
齢
引
き
下
げ
後
の

成
人
式
の
対
応
は

「
20
歳
の
集
い
」と
し
て

実
施
を
検
討
し
て
い
る

QA QA QA

将
来
的
に
は
ご
み
袋
を

有
料
化
す
る
の
か

検
討
の
必
要
が
あ
る
と

考
え
て
い
る

QA QA QA

産廃が放置されている事業地（田井新荒見）

京都市の家庭ごみ有料指定袋

環
境
保
全
課
長

町　
長

環
境
保
全
課
長

環
境
保
全
課
長

社
会
教
育
課
長

質　
問

質　
問

質　
問

質　
問

質　
問

芦田　祐介 議員
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産
業
の
立
て
直
し
に
は

財
源
確
保
が
重
要
で
は

府
の
協
力
や
商
工
会
の
連
携

に
よ
る
伴
走
型
支
援
を
す
る

QA QA QA水
道
基
本
料
金
の
免
除
や
京
都
府
の

休
業
要
請
に
応
じ
た
事
業
者
へ
の
支
援
、

売
上
が
大
幅
に
減
少
し
て
い
る
事
業
所

へ
の
マ
ル
久
持
続
化
応
援
金
、
融
資
へ

の
支
援
で
あ
る
小
規
模
事
業
者
経
営
改

善
資
金
（
マ
ル
久
）
が
あ
る
。

ま
た
、
結
果
を
町
と
し
て
ど
の
よ
う

に
分
析
し
て
い
る
の
か
。

約
51
％
の
申
請
が
あ
っ
た
。

製
造
業
の
約
６
割
に
交
付
し
て
お
り
、

コ
ロ
ナ
禍
が
産
業
に
及
ぼ
す
今
後
の
影

響
を
心
配
し
て
い
る
。

限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
効
果
的
な
支

援
を
見
出
し
、
府
の
協
力
や
商
工
会
の

連
携
に
よ
る
伴
走
型
支
援
を
お
こ
な
う
。

ポ
ー
ト
ス
タ
ッ
フ
の
配
置
施
策
を
活
用

す
る
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
が
、
現
状
は
。

産
業
の
実
態
把
握
の
た
め
「
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
伴
う
影
響
調

査
」
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
配
布
し
、
京
都

府
中
小
企
業
診
断
協
会
に
て
、
結
果
の

集
計
・
分
析
を
す
る
。

事
業
所
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
や
農
業
の

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
か
ら
の
提
案
を
受

け
、
産
業
振
興
計
画
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ

ン
に
反
映
し
、
次
年
度
以
降
の
施
策
を

検
討
す
る
。

学
校
に
お
け
る
新
し
い
生
活
様
式
を

受
け
入
れ
、
前
向
き
に
学
習
す
る
様
子

が
見
ら
れ
る
。

再
編
成
し
た
年
間
指
導
計
画
を
基
に
、

計
画
的
に
学
習
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

京
都
府
か
ら
学
習
保
障
加
配
２
名
、

支
援
加
配
１
名
、
ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
ト

ス
タ
ッ
フ
３
名
、
合
計
６
名
の
配
置
が

あ
っ
た
。

必
要
性
が
高
い
現
状
を
鑑か

ん
がみ
、
町
と

し
て
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
や
ス

ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
配
置

の
拡
充
が
で
き
な
い
か
検
討
す
る
。

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
事
業
者
に
向
け

た
町
独
自
の
支
援
策
は
。

マ
ル
久
持
続
化
応
援
金
は
、
対
象
者

に
対
し
て
何
％
の
申
請
が
あ
っ
た
の
か
。

今
後
、
町
内
産
業
の
立
て
直
し
に
つ

い
て
、
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

産
業
の
立
て
直
し
、
ま
た
、
町
行
政

を
お
こ
な
っ
て
い
く
上
で
、
財
源
の
確

保
が
最
重
要
課
題
で
あ
る
が
、
今
後
の

対
策
は
。

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
学
校
で
の
生
徒

や
先
生
の
様
子
は
。

学
習
内
容
や
授
業
時
数
の
確
保
に
支

障
は
出
て
い
な
い
の
か
。

今
回
の
非
常
事
態
の
中
、
ま
す
ま
す

相
談
件
数
が
増
え
る
と
思
わ
れ
る
。

町
の
予
算
も
追
加
し
、
相
談
で
き
る

組
織
の
充
実
が
必
要
で
は
。

必
要
な
人
材
を
確
保
す
る
た
め
、
国

が
重
点
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
教
員
の

加
配
や
学
習
指
導
員
、
ス
ク
ー
ル
サ

相
談
で
き
る
組
織
の

充
実
が
必
要
で
は

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

な
ど
の
拡
充
を
検
討
す
る

QA QA QA

新たな生活様式での学校生活

産
業
課
長

産
業
課
長

町　
長

産
業
課
長

学
校
教
育
課
長

学
校
教
育
課
長

学
校
教
育
課
長

質　
問

質　
問

質　
問

質　
問

質　
問

質　
問

質　
問

松本　義裕 議員
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認
知
症
検
査
費
用
に

補
助
を
す
る
考
え
は

補
助
費
も
視
野
に
入
れ

効
果
的
な
施
策
を
実
施
す
る

QA QA QA認
知
症
に
特
化
し
た
調
査
は
し
て
い

な
い
が
、
介
護
保
険
の
要
介
護
認
定
に

お
い
て
、
主
た
る
診
断
が
認
知
症
で

あ
っ
た
人
は
、
８
１
４
人
中
１
３
４
人

で
あ
っ
た
。

町
内
に
１
カ
所
あ
る
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
は
、
定
員
の
９
人
に
達
し
て
い
る
が
、

認
知
症
対
応
型
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
で
は

空
き
が
あ
る
。
通
常
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

で
も
認
知
症
高
齢
者
の
受
け
入
れ
を
し

て
お
り
、
サ
ー
ビ
ス
は
充
足
し
て
い
る
。

経
済
的
負
担
が
軽
減
で
き
れ
ば
認
知

症
外
来
を
受
診
す
る
き
っ
か
け
に
な
る

と
考
え
ら
れ
る
。
補
助
費
も
視
野
に
入

れ
、
効
果
的
な
施
策
を
実
施
し
た
い
。

現
在
、
本
町
で
は
相
談
は
な
い
。
該

当
児
童
生
徒
が
い
る
か
ど
う
か
も
、
教

育
上
の
配
慮
か
ら
積
極
的
な
把
握
は
し

て
い
な
い
。

相
談
体
制
に
つ
い
て
は
、
文
部
科
学

省
か
ら
の
通
知
に
沿
っ
て
対
応
す
る
。

相
談
先
に
つ
い
て
は
、
担
任
の
先
生

や
養
護
教
諭
な
ど
話
し
や
す
い
先
生
に

相
談
し
て
も
ら
い
た
い
。

相
談
体
制
の
周
知
は
し
て
い
な
い
が
、

機
会
を
捉
え
て
周
知
し
た
い
。

今
後
、
教
職
員
の
全
体
研
修
会
で
も

テ
ー
マ
に
取
り
上
げ
た
い
。

児
童
生
徒
の
状
況
に
応
じ
た
支
援
が

必
要
で
あ
り
、
自
認
す
る
性
別
の
服
装

の
着
用
や
職
員
用
ト
イ
レ
の
利
用
を
認

め
る
な
ど
の
配
慮
が
必
要
と
考
え
る
。

児
童
生
徒
に
正
し
い
理
解
を
促
し
、

全
て
の
児
童
生
徒
が
充
実
し
た
学
校
生

活
を
送
れ
る
よ
う
学
校
と
連
携
し
て
い

き
た
い
。

２
０
２
５
年
に
は
５
人
に
１
人
が
認

知
症
に
な
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。

本
町
の
認
知
症
高
齢
者
の
状
況
は
。

認
知
症
は
、
早
期
発
見
、
早
期
治
療

が
大
切
と
考
え
る
が
、
検
査
費
用
の
補

助
を
す
る
考
え
は
。

認
知
症
高
齢
者
に
対
し
て
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
す
る
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
や
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
な
ど
が
あ
る
が
、
本
町
の
介

護
サ
ー
ビ
ス
は
充
実
し
て
い
る
の
か
。

い
じ
め
、
登
校
拒
否
に
な
ら
な
い
よ

う
に
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
の
児
童
生
徒
に
配
慮
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
教
職
員
へ
の
研

修
は
し
て
い
る
の
か
。

ま
た
、
配
慮
を
求
め
る
声
が
あ
っ
た

場
合
に
、
町
と
し
て
ど
の
よ
う
に
取
り

組
む
の
か
。

全
国
的
に
も
ジ
ェ
ン
ダ
ー
フ
リ
ー
の

制
服
を
導
入
す
る
な
ど
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
へ

の
配
慮
が
進
ん
で
い
る
。

本
町
で
の
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
に
関
す
る
相
談

件
数
は
。
ま
た
、
相
談
体
制
や
相
談
先

の
周
知
は
ど
う
し
て
い
る
の
か
。

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
の

児
童
生
徒
へ
の
配
慮
は

児
童
生
徒
の
状
況
に

応
じ
た
支
援
が
必
要

QA QA QA

ＬＧＢＴの社会運動を象徴する旗
ＬＧＢＴ…レズビアン・ゲイ・バイセクシャル・トラ
ンスジェンダーの頭文字をとった性的少数者の総称

住
民
福
祉
課
長

住
民
福
祉
課
長

町　
長

学
校
教
育
課
長

教
育
長

質　
問

質　
問

質　
問

質　
問

質　
問

篠田　久和 議員
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戸川　和子 議員

３
つ
目
の
交
番
所
設
置
の

現
状
は

進
展
が
見
ら
れ
な
い

QA QA QA令
和
２
年
４
月
に
京
都
府
警
本
部
が

公
表
し
て
い
る
進し

ん

捗ち
ょ
く状
況
で
は
、
計
画

に
従
い
順
次
、
新
設
・
統
廃
合
を
実
施

さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、本
町
が
要
望
し
て
い
る「
久

御
山
町
北
東
部
」
へ
の
交
番
所
新
設
は
、

令
和
２
年
度
以
降
、
段
階
的
に
実
施
と

い
う
位
置
付
け
で
あ
り
進
展
が
見
ら
れ

な
い
。

府
警
本
部
や
宇
治
警
察
署
長
に
は
、

会
う
た
び
に
要
望
を
伝
え
て
い
る
。

現
在
推
進
し
て
い
る
「
み
な
く
る
タ

ウ
ン
」
の
整
備
や
、
ク
ロ
ス
ピ
ア
周
辺

南
大
内
の
に
ぎ
わ
い
の
創
出
な
ど
、
新

た
な
ま
ち
づ
く
り
と
並
行
し
て
、
引
き

続
き
交
番
整
備
に
向
け
、
粘
り
強
く
要

望
を
続
け
て
い
く
。

近
隣
自
治
体
で
は
、
特
別
定
額
給
付

金
の
基
準
日
以
降
に
生
ま
れ
た
子
ど
も

に
対
し
て
、
引
き
続
き
自
治
体
独
自
施

策
と
し
て
、
給
付
金
を
支
給
す
る
動
き

が
あ
る
こ
と
を
承
知
し
て
い
る
。

本
町
と
し
て
は
、
４
月
28
日
以
降
に

生
ま
れ
た
子
ど
も
へ
の
新
型
コ
ロ
ナ
対

策
と
し
て
、
近
隣
自
治
体
の
対
応
を
参

考
に
、
新
生
児
を
対
象
と
し
た
少
子
化

対
策
に
つ
な
が
る
制
度
を
検
討
す
る
。

本
町
の
不
妊
治
療
助
成
事
業
は
、「
一

般
不
妊
治
療
」「
人
工
受
精
」
な
ど
を

対
象
に
治
療
費
の
二
分
の
一
の
助
成
を

お
こ
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
治
療
が
進

み
、保
険
診
療
外
に
な
る
「
体
外
受
精
」

な
ど
は
京
都
府
の
特
定
不
妊
治
療
助
成

制
度
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

平
成
18
年
７
月
に
京
都
府
警
本
部
は
、

交
番
・
駐
在
所
な
ど
の
機
能
充
実
・
強

化
プ
ラ
ン
を
作
成
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
中
で
宇
治
署
管
内
で
は
、
３
つ

の
新
設
交
番
の
設
置
が
掲
げ
ら
れ
、
本

町
も
そ
の
一
つ
に
入
っ
て
い
る
。

平
成
20
年
に
は
六
地
蔵
交
番
が
、
平

成
23
年
に
は
広
野
交
番
が
新
設
さ
れ
、

残
り
は
本
町
だ
け
で
あ
る
。

３
つ
目
の
交
番
所
設
置
の
現
状
は
。

３
つ
目
の
交
番
所
設
置
は
町
長
の
選

挙
公
約
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。

町
長
の
見
解
と
今
後
の
展
望
は
。

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
に
よ
り
、
住
民

生
活
に
及
ぼ
す
影
響
の
長
期
化
が
懸
念

さ
れ
て
い
る
。

そ
の
よ
う
な
不
安
の
中
で
、
妊
娠
期

間
を
経
て
出
産
さ
れ
た
新
生
児
を
抱
え

る
世
帯
の
経
済
的
負
担
を
支
援
す
る
た

め
に
、
近
隣
の
自
治
体
で
は
９
月
定
例

会
で
補
正
予
算
を
組
ま
れ
て
い
る
。

本
町
で
も
国
の
特
別
定
額
給
付
金
の

基
準
日
（
令
和
２
年
４
月
28
日
）
以
降

に
出
産
さ
れ
た
新
生
児
を
対
象
に
、
特

別
定
額
給
付
金
10
万
円
を
支
給
す
る
考

え
は
。

少
子
化
対
策
の
一
つ
で
あ
る
不
妊
治

療
の
現
状
は
。

令
和
２
年
４
月
28
日
以
降
の

新
生
児
に
10
万
円
給
付
は

新
生
児
を
対
象
と
し
た

少
子
化
対
策
制
度
を
検
討
す
る

QA QA QA

既存の町内2カ所の交番

総
務
課
長

町　
長

町　
長

町　
長

質　
問

質　
問

質　
問

質　
問
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コ
ロ
ナ
禍
の

町
政
運
営
の
課
題
は

喫
緊
の
課
題
は

コ
ロ
ナ
対
策
で
あ
る

QA QA QAコ
ロ
ナ
感
染
症
が
世
界
を
席
巻
し
大

変
な
危
機
で
あ
る
。
今
後
の
動
向
を
注

視
し
な
が
ら
、
Ｗ
ｉ
ｔ
ｈ
コ
ロ
ナ
時
代

の
対
応
を
し
っ
か
り
図
っ
て
い
く
必
要

が
あ
る
。

喫
緊
の
課
題
は
コ
ロ
ナ
対
策
で
あ
る

と
同
時
に
、
選
挙
時
の
公
約
を
成
し
遂

げ
た
い
。

次
年
度
も
減
収
見
込
み
で
あ
り
、
影

響
は
な
い
と
は
言
い
切
れ
な
い
。

精
査
す
べ
き
も
の
は
精
査
し
、
重
要

度
や
緊
急
性
が
あ
る
と
判
断
し
た
も
の

は
柔
軟
か
つ
迅
速
に
対
応
を
図
る
。

公
民
館
建
替
費
用
試
算
で
出
た
約
16

億
円
を
踏
ま
え
、
整
備
検
討
委
員
会
で

の
内
容
を
、
そ
の
都
度
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
あ
げ
、
住
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
い

た
だ
き
な
が
ら
進
め
て
い
く
。

全
事
業
所
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
票
を

送
付
し
て
お
り
、
年
内
に
は
結
果
を
分

析
す
る
。

ヒ
ア
リ
ン
グ
に
つ
い
て
は
、
産
業
振

興
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
も
依
頼
し
て

お
り
、
何
が
必
要
か
見
い
だ
し
て
い
く
。

計
画
策
定
に
当
た
っ
て
は
、
住
民
の

意
向
は
し
っ
か
り
検
討
、
他
の
施
設
と

の
機
能
分
担
、
建
設
費
用
・
ラ
ン
ニ
ン

グ
コ
ス
ト
を
ど
う
す
る
か
、
さ
ら
に
建

設
か
ら
運
営
に
至
る
事
業
主
体
の
検
討

も
合
わ
せ
計
画
を
立
て
て
い
く
。

コ
ロ
ナ
感
染
症
に
よ
り
、
我
が
国
の

Ｇ
Ｄ
Ｐ
が
年
率
28
・
１
％
減
少
。
こ
の

厳
し
い
状
況
下
で
、
３
期
目
の
町
政
か

じ
取
り
に
取
り
組
む
姿
勢
は
。

経
済
活
動
の
低
迷
で
、
町
税
約
２
億

７
０
０
０
万
円
減
収
見
込
み
と
聞
く
が
、

年
度
当
初
の
計
画
や
第
５
次
総
合
計
画
、

第
２
期
総
合
戦
略
へ
の
影
響
は
ど
う
か
。

ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
の
基
本
計
画

策
定
業
務
が
１
５
０
０
万
円
で
契
約
さ

れ
５
年
後
完
成
と
の
こ
と
だ
が
、
中
央

公
民
館
に
代
わ
る
建
物
の
規
模
・
内

容
・
投
資
額
を
住
民
に
し
っ
か
り
知
ら

せ
る
べ
き
で
は
な
い
の
か
。

計
画
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
に
当
た
り

「
こ
れ
だ
け
の
費
用
を
か
け
て
、
こ
う

い
う
も
の
を
作
り
ま
す
」
と
い
う
政
策

の
形
成
過
程
を
明
確
に
し
、
問
題
意
識

を
共
有
す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

こ
の
間
マ
ル
久
支
援
を
実
施
し
た
が
、

も
の
づ
く
り
現
場
で
は
さ
ら
に
厳
し
い

状
況
で
あ
る
と
の
切
実
な
声
が
あ
る
が
、

追
加
の
コ
ロ
ナ
支
援
策
は
。

事
業
所
か
ら
生
の
声
を
聞
く
こ
と
が

大
事
で
あ
る
。
そ
の
考
え
は
な
い
の
か
。

製
造
業
か
ら
悲
鳴
が
あ
る
が

追
加
コ
ロ
ナ
支
援
策
は

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
と

ヒ
ア
リ
ン
グ
で
見
極
め
る

QA QA QA

ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
の

事
業
規
模
は

公
民
館
の
建
替
費
用
試
算

16
億
円
を
踏
ま
え
て
検
討
す
る

QA QA QA

人でにぎわう中央公民館ホール（昭和63年）

町　
長

町　
長

副
町
長

産
業
課
長

産
業
課
長

副
町
長

質　
問

質　
問

質　
問

質　
問

質　
問

質　
問

松尾　　憲 議員
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全
町
民
へ
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を

お
こ
な
う
べ
き
で
は

費
用
負
担
や
体
制
整
備
に

大
き
な
課
題
が
あ
る

QA QA QAＰ
Ｃ
Ｒ
検
査
は
、
検
査
時
点
の
感
染

を
判
断
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
時
点

で
陰
性
で
あ
っ
て
も
安
心
で
き
る
も
の

で
は
な
い
。
定
期
的
な
実
施
に
は
、
費

用
負
担
や
体
制
整
備
に
大
き
な
課
題
が

あ
り
、
想
定
し
て
い
な
い
。

コ
ロ
ナ
禍
の
社
会
実
験
で
は
正
し
い

乗
り
合
い
率
が
見
込
め
な
い
た
め
、
来

年
度
以
降
に
再
検
討
す
る
。

国
で
は
、
検
査
を
希
望
す
る
高
齢
者

や
基
礎
疾
患
を
有
す
る
方
の
検
査
を
支

援
す
る
仕
組
み
が
検
討
さ
れ
た
の
で
、

内
容
を
確
認
し
て
い
く
。

Ｅ
Ｖ
車
両
は
現
在
、
警
察
と
協
議
中

で
、
コ
ー
ス
な
ど
が
決
ま
れ
ば
報
告
す

る
。
実
験
の
周
知
に
つ
い
て
は
、
広
報

誌
を
通
じ
て
お
知
ら
せ
す
る
。

※
Ｅ
Ｖ
車
両
…
電
気
自
動
車

あ
ら
ゆ
る
事
態
を
想
定
し
た
訓
練
が

必
要
と
考
え
る
。
早
め
の
避
難
が
大
切

で
引
き
続
き
周
知
し
た
い
。

新
た
な
補
助
金
は
考
え
て
い
な
い
が
、

「
災
害
見
舞
金
等
支
給
要
綱
」に
基
づ
き
、

見
舞
金
を
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

令
和
２
年
度
の
工
事
と
し
て
、
木
津

川
で
は
立
木
伐
採
や
河
道
掘
削
な
ど
が
、

宇
治
川
で
は
低
木
護
岸
整
備
や
河
道
掘

削
な
ど
が
実
施
さ
れ
る
。

防
疫
・
感
染
拡
大
の
抑
止
の
た
め
、

抜
本
的
な
解
決
策
と
し
て
全
町
民
へ
Ｐ

Ｃ
Ｒ
検
査
を
お
こ
な
う
べ
き
で
は
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
と
と
も
に
、

新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
御
牧
地
区
の

社
会
実
験
が
延
期
さ
れ
た
。
テ
ス
ト
運

行
利
用
者
か
ら
早
期
運
行
に
向
け
て
多

く
の
声
を
聞
く
が
、
今
後
の
予
定
は
。

医
療
現
場
へ
の
荷
重
が
増
え
続
け
る
。

医
療
崩
壊
を
防
ぐ
た
め
、
高
齢
者
や
既

往
症
の
あ
る
方
が
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
希
望

し
た
場
合
、
補
助
を
し
て
は
ど
う
か
。

公
共
交
通
網
形
成
計
画
に
は
、
Ｅ
Ｖ

車
両
の
実
証
実
験
と
あ
る
が
、
内
容
は
。

水
害
時
、
水
が
迫
っ
て
く
る
時
間
は

場
所
に
よ
っ
て
差
が
あ
る
。
そ
れ
に
応

じ
た
避
難
訓
練
・
計
画
が
必
要
で
は
。

豪
雨
災
害
な
ど
で
被
災
し
た
場
合
、

家
の
修
理
な
ど
に
対
す
る
補
助
金
を
創

出
し
て
は
ど
う
か
。

堤
防
決
壊
の
リ
ス
ク
軽
減
の
た
め
、

堤
防
強
化
対
策
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、

宇
治
川
・
木
津
川
堤
防
の
対
策
は
。

公
共
交
通
の
社
会
実
験
が

コ
ロ
ナ
禍
で
延
期
さ
れ
た
が

来
年
度
以
降
に

再
検
討
す
る

QA QA QA

宇
治
川・木
津
川
堤
防
の

強
化
対
策
は

立
木
伐
採
や
河
道
掘
削

な
ど
が
実
施
さ
れ
る

QA QA QA

ボートで救出される人々（昭和28年）

国
保
健
康
課
長

新
市
街
地
整
備
室
長

民
生
部
長

事
業
建
設
部
担
当
部
長

総
務
課
長

総
務
課
長

都
市
整
備
課
長

質　
問

質　
問

質　
問

質　
問

質　
問

質　
問

質　
問

中野ますみ 議員
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９
月
会
議
は
、
信
貴
康
孝
町

長
が
再
選
さ
れ
て
か
ら
初
め
て

の
本
会
議
で
し
た
。

今
号
か
ら
、
決
算
審
査
の
様

子
を
わ
か
り
や
す
く
す
る
た
め
、

Ｑ
＆
Ａ
の
ス
ペ
ー
ス
を
増
や
す

な
ど
、
ひ
と
工
夫
し
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
は
ま
だ

ま
だ
続
い
て
い
ま
す
が
、
議
会

も
行
政
と
両
輪
で
住
民
の
皆
さ

ん
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う

鋭
意
努
め
て
い
き
ま
す
。

田
口　

浩
嗣

編
集
後
記

採決までの流れは
どうなってるの？

専門的な審査
議会で提出された議案の採
決は、全て本会議場でおこ
ないますが、採決をする前
にさらに詳しく検討するた
め、議案を担当の委員会で
専門的に審査をします。

委員長が本会議場で報告
委員会での質疑が終われば
採決を取り、委員会として
の意見をまとめます。
その後、本会議場で、審査
内容や結果を委員長が報告
します。

委員会付託ご存じですか？ご存じですか？

令和２年４月から議会の活
性化の一つとして、議案の委
員会付託を開始しました。

＊イラストは、五所尾宏美さんの作品です。

議会運営委員会を開催
会議期間や提案される議案の確認、議
案の付託先などを決めます。

↓
本会議場で議案の提案

町長や議員から議案の提案・説明をお
こないます。

↓
委員会で審査

付託された議案について質疑し、詳細
に審査をします。その後、討論・採決
をし、委員会としての結論を出します。

↓
委員長から審査結果の報告

本会議場で、委員会での質疑内容や採
決結果を報告します。

↓
本会議場で議案の採決

委員長からの報告を受け、採決を取り、
議案の可否を決します。

【
広
報
広
聴
委
員
会
】

委
員
長　
　
　

巽　
　

悦
子

副
委
員
長　
　
　

林　
　

吉
一

委　
　

員　
　
　

芦
田　

祐
介

　
　
　
　
　
　
　

松
尾　
　

憲

　
　
　
　
　
　
　

田
口　

浩
嗣

　
　
　
　
　
　
　

樋
口　

房
次

　
　
　
　
　
　
　

岩
田　

芳
一

オ
ブ
ザ
ー
バ
ー　

内
田　

孝
司
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和わ

音お

く
み
や
ま
作
業
所
で
仕
事
を
し

て
い
る
五
所
尾
宏
美
さ
ん
に
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
し
ま
し
た
。

似
顔
絵
が
自
信
に

昨
年
11
月
２
日
開
催
の
「
き
て
・
み

て
・
議
会
！
」
の
ポ
ス
タ
ー
に
掲
載
し

た
議
員
の
似
顔
絵
は
、
五
所
尾
さ
ん
の

このまち
このひと
このまち
このひと
No.28No.28

作
品
で
す
。

「
時
間
が
か
か
っ
た
で
し
ょ
う
ね
」

と
聞
く
と
「
い
え
、
そ
ん
な
に
―
。
写

真
を
横
に
お
い
て
描
き
ま
し
た
」
と
笑

顔
で
答
え
ら
れ
ま
し
た
。

作
業
所
の
西
村
所
長
は
「
似
顔
絵
を

描
い
た
こ
と
が
、
今
の
自
信
に
つ
な

が
っ
た
の
で
は
」
と
話
し
ま
す
。

手
先
の
器
用
さ
は
母
親
ゆ
ず
り

花
や
風
景
画
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
描

く
の
が
得
意
で
す
が
、
手
先
の
器
用
さ

は
母
親
ゆ
ず
り
で
す
。

作
業
所
で
の
パ
ー
ツ
折
り
の
作
業
は

手
早
く
、
し
か
も
正
確
で
す
。
作
業
台

に
座
る
と
同
時
に
パ
ー
ツ
の
台
紙
に
手

東角校区在住

五
ご

所
しょ

尾
お

　宏
ひろ

美
み

さん

が
伸
び
、
す
ぐ
に
作
業
が
始
ま
り
ま
す
。

絵
の
基
本
を
学
び
た
い
！

小
・
中
学
生
の
時
に
絵

画
展
へ
作
品
を
出
展
す
る

な
ど
、
絵
を
描
く
こ
と
が

大
好
き
で
し
た
。

そ
こ
で
、
中
学
校
卒
業

後
は
絵
を
基
本
か
ら
学
ぶ

た
め
、
美
術
専
門
学
校
へ

進
学
し
、
さ
ら
に
好
き
な

絵
の
基
本
を
学
び
ま
し
た
。

作業所の雰囲気を明るくする五所尾さんの絵

表
紙
の
題
字
「
く
み
や
ま
」は

五
所
尾
さ
ん
の
作
品
で
す
。

障
害
が
あ
る
人
も
そ
う
で
な
い
人
も
一
緒
に
！

障
害
が
あ
る
人
も
そ
う
で
な
い
人
も
一
緒
に
！

山折りと谷折りを交互に折
る姿は、まるでマジシャン！

く
み
や
ま
作
業
所
と
の
出
会
い
は
10

年
前
で
、
数
年
間
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

し
て
通
っ
て
い
ま
し
た
。
専
門
学
校
卒

業
後
は
、
手
先
の
器
用
さ
を
生
か
す
仕

事
が
や
り
た
く
て
パ
ン
屋
に
就
職
し
ま

し
た
。

そ
し
て
、
昨
年
に
古
巣
の
作
業
所
に

戻
り
、
仲
間
の
一
員
に
な
り
ま
し
た
。

「
こ
こ
は
楽
し
い
！
み
ん
な
が
い
る
」

「
障
害
が
あ
る
人
も
そ
う
で
な
い
人
も

一
緒
に
い
る
の
が
イ
イ
！
」

五
所
尾
さ
ん
は
、
障
害
が
あ
る
人
、

高
齢
者
、
子
ど
も
た
ち
が
一
緒
に
い
る

絵
を
描
い
て
い
ま
す
。

「
京
都
府
障
害
者
週
間
啓
発
ポ
ス

タ
ー
」
や
「
京
都
と
っ
て
お
き
芸
術
祭
」

の
応
募
作
品
も
「
み
ん
な
一
緒
」
の
絵

で
す
。　
　
　
（
聞
き
手
・
広
報
広
聴
委
員
会
）

障
害
が
あ
る
人
も
そ
う
で
な
い
人
も

み
ん
な
一
緒
が
イ
イ
！


